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福島のために
福島銀行は、地元企業の本業支援やお客さまの

資産形成のお手伝いを通して、

福島の発展に貢献します。

お客さまのために
福島銀行は、お客さまが直面している課題に正面

から共に向き合い、常にお客さまの目線で、高い

倫理観を持って行動します。

そして未来を育むために
福島銀行は、お客さまの幸せを将来にわたり追求

できる人材の育成に尽力し、生きがいと幸福感を

もって働ける職場づくりを目指します。

経営理念
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中期経営計画基本方針

「デジタル」のチカラで

「リアル」の力を最大化
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「湯本信用無尽株式会社」設立

福島出張所設置認可（福島市に進出）

福島無尽株式会社を吸収合併、「株式会社福島無尽金庫」と改称

本社を福島市上町に移転

「相互銀行営業免許」交付 「株式会社福島相互銀行」と改称

普通銀行転換「株式会社福島銀行」発足

「公益信託福島銀行ふるさと自然環境基金」設立

新本店を現所在地福島市万世町に移転オープン

「東京証券取引所市場第１部」に上場

「福銀ローンプラザ」開設

インターネット支店「いつでもどこでも支店」開設

株式会社SBI証券との金融商品仲介業務スタート

SBIホールデングス株式会社との資本・業務提携契約を締結

共同店舗「福島銀行SBIマネープラザ郡山」開設

関連会社が合併し、株式会社ふくぎんリース&クレジット発足

100周年記念式典開催

公式キャラクター「はまなか あい」デビュー

新勘定系システム「次世代バンキングシステム」稼働

次世代型店舗第1弾 福島西支店 オープン

投資専門子会社 「株式会社ふくぎん地域活性化投資」設立

1922

福島銀行のあゆみ

1938

1939

1951

1989

1992

1993

1996

1998

2014

2018

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

創業

1928(昭和3）年ころの役職員（本社前で）

次世代型店舗 福島西支店オープン

to be continued……

公式キャラクター
「はまなか あい」

2019年11月11日
ＳＢＩホールディングス株式会社と

資本・業務提携締結を発表
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経営理念

中期経営計画基本方針

福島銀行のあゆみ

社長メッセージ

業績ハイライト

SHINふくぎん中期経営計画

【対面営業】

【DX】

【人材開発】

SBIグループとの連携

SDGsの取組み

役員紹介

本社所在地

電話番号   

設立年月日  

資本金    

従業員数   

店舗数

   

預金残高   

預かり資産

貸出金残高  

自己資本比率   

連結子会社

1

2

3

5

6

8

11

12

13

14

15

18

C O N T E N T S P R O F I L E

福島県福島市万世町2番5号

024-525-2525（代表）

1922（大正11）年11月27日

196億円

551名（うち正社員417名）

57店舗（5出張所、3ﾛｰﾝﾌﾟﾗｻﾞ、

1ﾈｯﾄ支店含む）

7,594億円

1,220億円

6,204億円（私募債含む）

8.77％（単体）

㈱ふくぎんリース＆クレジット

㈱東北バンキングシステムズ

㈱ふくぎん地域活性化投資

Fukushima Bank
Disclosure

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・
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社長メッセージ

株式会社福島銀行

取締役社長

鈴木 岳伯
すず   き   たけ   のり

皆さまには、平素より福島銀行をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。

2026年3月期決算の概要や、中期経営計画に則った取り組みをディスクロージャー誌（情報編）に取りまとめ

ましたので、ご一読くだされば幸いです。

2026年3月期における当行を取り巻く環境は、賃金の上昇や企業の成長を背景に、景気は緩やかな回復基

調で推移しました。一方で、中東情勢の緊迫化や地政学リスクの高まりを背景としたエネルギー価格の変動に加

え、食料品を中心とする物価上昇が継続し、個人消費の回復は力強さを欠く状況となりました。また、米国の関

税政策の影響や海外経済の減速懸念などから、先行きは依然として不透明な状況が続いております。さらに、日

本銀行による金融政策正常化の進展に伴い、「金利のある世界」が定着しつつあり、大きな転換期を迎えており

ます。

こうした経済状況のなか、中期経営計画「SHINふくぎん中期経営計画」（2024年4月1日～2029年3月

31日）開始から2年目となった2025年度は、「体制整備」の年と位置付け、様々な施策に取り組んできました。

具体的には、『対面営業』の面では、2025年４月から「エリア営業体制」を導入し、お客さまとの接点増加と、

より充実したサービスの提供に取り組んでまいりました。７月には本部組織の改正を行い、中期経営計画の実効

性向上を図りました。また、『DX』の面では「次世代バンキングシステムSTEP２」の稼働により、投資信託や生命

保険のペーパーレスでのお手続きが可能になりました。「ふくぎんアプリ」についても、継続的な機能追加やアップデー

トを行い、お客さまの利便性向上に努めております。『人材開発』の面では、「フェロー制度」の拡充や各種研修の

強化を通じて、渉外社員の質的向上に取り組みました。

2025年度の体制整備を基盤に、2026年度は基本戦略の“深化”を図り、お客さまの課題解決を通じた金融

仲介機能の更なる発揮を目指します。そして2029年3月期には本業収益20億円以上、当期利益13億円以

上の目標達成に向け邁進してまいります。

皆さまにおかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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業績ハイライト（本業収益・当期純利益）

790

1,123

▲ 1,302

766

1,614

1,322

1,621

▲ 57

1,272

▲ 1,500

▲ 1,000

▲ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

本業収益・当期純利益

当期純利益 本業収益

（百万円）

2026年3月期は増収増益
本業収益・当期純利益ともに黒字転換！

・ システム更改に伴う一過性の費用により、

赤字決算となった2025年3月期からV字回復！

・ 貸出金利息および受入手数料が増加 営業経費は減少
増収増益となった
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営業経費

・ 貸出金残高の増加および政策金利の
 上昇により、貸出金利息増加

・ 社債引受手数料、投資信託販売
手数料増加により、受入手数料増加

・ 前年度の新システム稼働により
増加していた物件費や人件費が減少
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業績ハイライト（総貸出残高・総預かり資産）

総貸出残高(私募債含む)は、6,204億円(前年度比+128億円)

・ 営業店事業性貸出残高(私募債含む)は、2,304億円と、コロナ関連融資の返済などが進み▲29億円
・ 住宅ローンはローンプラザを中心に推進し、過去最高の2,152億円と同+56億円
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営業店事業性貸出 住宅ローン その他(消費者ローン、地公体融資）

（億円）

（同+128）

（私募債含む）

総預かり資産(預金+預かり資産)の残高は、8,815億円(同▲53億円減少)

・ 総預金は7,594億円と、地公体預金の減少などにより同▲169億円減少
・ 預かり資産は販売額が増加し、過去最高の1,220億円と同+116億円の増加

7,632 
7,759 

7,646 

7,987 
7,763 

7,594 

919 
988 986 

1,094 
1,104 1,220 

8,552 
8,748 8,633 

9,081 
8,868 8,815 

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

預金+預かり資産(投資信託+生命保険等）
預金 預かり資産

（億円） （同▲53）

7



SHINふくぎん中期経営計画

(2024年4月～2029年3月)
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SHINふくぎん中期経営計画
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SHINふくぎん中期経営計画

 2025年度までの体制整備を基盤に、基本戦略の“深化”を図る

2025年度までの体制整備

中期経営計画の実効性向上を図り、
お客さまの課題解決を通じた金融仲介機能の更なる発揮を目指す

2026年度 中期経営計画 基本戦略の“深化”

営業活動の高度化
FutureBANK、

生成AI等を活用した
業務効率化

研修の更なる充実

2026年度テーマ

基盤

対面営業（リアル） DX(デジタル) 人材開発

年 ハイライト

１ 2024 新システムの安定稼働

2 2025 体制整備

３ 2026 安定した収益の計上

４ 2027 収益の拡大

５ 2028 ビジネスモデルの確立

 SHINふくぎん 中期経営計画 スケジュール

D
X

10年後の目標……デジタルトランスフォーメーションとコミュニケーションで福島を元気にする銀行

2025年の主な取り組み

人
材
開
発

対
面
営
業

【DX】
① 次世代ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑ STEP2（7月）

② 「ふくぎんアプリ」アップデート（9月）

① フェロー制度の拡充（7月）

② 研修の強化（10月）

【人材開発】

2025年度は「体制整備」の年！

【対面営業】
① 「エリア営業体制」の導入（4月）

② 本部組織の改正（7月）

2026年3月期 当期利益7億円
通期目標5億円 達成！
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SHINふくぎん中期経営計画【対面営業】

お客さまごとにより多くの最適な課題解決を実現

対面営業

法人：事業の継続、成長支援 個人：資産形成のサポート

「質」の向上  ・ FutureBANKに蓄積した情報や生成AI活用による営業活動の高度化

     ・ 人材開発による提案力の向上 CA、法人CAの配置
                 → お客さまのニーズに即した質の高い提案を目指す
「量」の向上 ・ DXの活用による業務効率化で渉外社員数、顧客訪問件数を増加

→ お客さまとの接点増加

営業活動の「質」

お客さまのニーズに
即した質の高い提案

お客さまごとのストーリーに基づく提案を目指す

営業活動の「量」

DXによる
お客さまとの接点増加

※ CA（コンサルティングアドバイザー）：資産運用に係る業務に専門的に従事する社員
※ 法人CA（コンサルティングアドバイザー）：事業者支援に係る業務に専門的に従事する社員

・ 企業型確定拠出年金制度（企業型DC）は企業年金制度
→ 「人材確保」と「従業員の長期的な資産形成支援」に寄与 

・ 2026年4月より 「SBIみらい年金」の取扱開始 
  → 本業支援によりお客さまの事業の継続や成長を支える取り組み

・ SBIみらい年金取扱金融機関の営業事務、申請事務を引き受け予定→新たな収益モデルに

職域ビジネス 新しいビジネスモデルの構築！

企業型DCの推進

新しいビジネスモデルの構築！

企業型DCの推進

人材確保と従業員の将来設計を支える企業型確定拠出年金制度

New!

● 中小企業では企業型DC

導入ノウハウ等が不足

→ 従業員の転職・退職時

資産が目減りする問題

● 地方における

人手不足の深刻化

① 少人数・役員のみでも

導入可能

➁ 税制優遇を活かした

    コスト効率の高い制度

➂ 低コストで充実した

運用ラインナップ

● 福利厚生の充実

● 従業員の長期的な

資産形成支援

→ 安心して働ける環境

→ 人材確保

事業の継続・成長

＜課題＞ ＜SBIみらい年金＞
(企業型DC） ＜期待される変化＞

企業型DC導入は
大企業が中心

質の高い提案×お客さま接点の増加！

対面営業の強化

質の高い提案×お客さま接点の増加！

対面営業の強化
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お客さまの利便性向上！

ふくぎんアプリのさらなる進化！

お客さまの利便性向上！

ふくぎんアプリのさらなる進化！

■ ふくぎんアプリは続々と機能を追加し、ますます便利に！
     

2024年4月
2024年

2025年

2026年～

SHINふくぎん
中期経営計画
スタート

① 生体認証ログイン実装！
➁ トップ画面で残高確認可能に
➂ 振込が簡単に！

「ふくぎんアプリ」
リニューアル（24/7）

アプリ専用定期預金
「UP」発売（24/10）

「ふくぎんアプリ」アップデート（25/9）

アプリ専用定期
「ガソリン券でホッと
定期預金」(25/12)

① 「資産の見える化」
  預金、預かり資産、
 ローン残高をまとめて
アプリで確認可能に！

➁ ローンの申込～契約まで
アプリで完結可能に！

アプリアップデート

預入金額に応じ
「ガソリンのギフト券」
プレゼント！

「ステップアップ型
 円定期預金プラス」
（愛称:＃あいちゃんプラス）
(26/2)

アプリから預入可能！
1年ごとに金利アップ
継続して5年目までお預け入れで
最大金利1.0％！（税引き前）

スマホATM
機能追加
（24/11）

キャッシュカード不要！
 アプリでコンビニATMで
入出金が可能に

お客さまの
利便性向上

● ステージUPプログラム(26/3)

〇 お客さまのライフスタイルに合わせて、
  お客さま自身が下記の中から

“手数料0円”を選んで使える優遇プログラム

  ・ 他行宛振込

     ・ 当行ATM時間外手数料
     ・ コンビニATM手数料
     （スマホATMも含む）

     ・ ゆうちょ銀行ATM手数料

〇 優遇ステージは、お客さまが
ご利用される各種取引や
残高に応じて適用

〇 アプリ利用さえあれば月3回まで

手数料0円を利用可能！
最上位ステージなら
月最大10回まで手数料0円！

● 目的別口座（26/3）

〇 「マイカー」「旅行」「推し活」など、
     目的に合わせて管理できる口座

〇 お客さまの貯蓄目的に合わせて最大10口座まで
作成可能！毎月の積立額、目標金額、期間、
口座名は自由に設定可能

〇 達成状況がアプリ上で一目でわかり、
毎月決まった日に設定された金額を自動積み立て！

さらに便利に、使いやすく！

直近の追加機能

さらに便利に、使いやすく！

直近の追加機能

車検のために毎月10日に
5,000円ずつ2年間積み立てしたい！ 

たとえば……

→ アプリ内で24時間365日
いつでもスタートできる！

  ・ 普通預金と区別でき、
 自動で簡単に貯蓄が可能に

・ 積み立て中でも口座名や
  目標金額などを変更可能！

アプリアップデート
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営業人材の質的向上！

お客さまのストーリーに寄り添える人材の育成

・ 事業者支援、資産形成支援ともに研修を充実し、継続的な営業社員の育成を推進
・ 2026年度から開始した研修 事業者支援    → 事業性融資ステップアップ研修

 資産形成支援 → マンツーマン研修

 提案力をはじめとする能力を高める研修で、営業社員の「質」的向上を図る！

営業人材の質的向上！

お客さまのストーリーに寄り添える人材の育成

研修の継続・強化

お客さまごとのストーリーに基づく提案ができる社員の育成

営業社員の「質」的向上

事業者支援、資産形成支援の実効性向上

・ フェロー制度

→ 専門的知識や経験のある担当者が
若手を中心に行員のOJTを担当

・ 各種セミナー
 → 営業スキルの習得、

 ナレッジの共有

＋αの施策

・ 事業性融資ステップアップ研修
→ 融資事務と提案力の両面を強化し、

 トップレベル社員の育成を目指す

・ 事業性融資実践ラボ
→ 案件発掘～実行

 まで対応できる

 社員の育成

事業者支援

New!

資産形成支援

・ マンツーマン研修
→ 社員別の課題に対応した研修

・ リテール社員研修

→ 資産形成支援の
     基礎～実践まで
 若手を中心に

継続的に実施

New!

➤ フェロー制度 スキーム図

ナレッジの共有により、対面営業力を向上！

 ・ フェロー制度…専門的知識や経験のある担当者が若手を中心に行員のOJTを担当
 ・ 7月より増員し、現在担当者は4名 エリア統括店に駐在し、全エリアを分担して担当
 ・ 事業性融資を中心とした実践的な同行訪問や面談を通して悩みの解決へ
 ・ 第1弾(2025年4月～9月)は法人営業経験の浅い社員を中心に約40人を選出

→ 渉外社員の早期育成およびエリア営業体制の確立を目指す

若手行員フェロー

人材開発部

リアルタイムで
育成状況を把握

臨店報告
対面ミーティング

同行訪問、ナレッジ共有

対面営業スキルの向上

育成対象者の選定

➤ フェローと面談する若手行員

フェロー制度の拡充
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SBIグループとの連携

2026年4月 県内5地区で「ふくぎん DCセミナー」開催！

SBIネオファイナンシャルサービシーズ株式会社より講師を招き、
企業型DCの仕組みや導入効果、税制メリットなどを解説
県内5地区で開催し、各地区合計で200名を超える
お客さまにご参加いただきました

2026年7月より、県内7地区でセミナー第2弾スタート！

2026年2月27日 SBI地方創生サービシーズと
「地方創生に向けた基本合意書」を締結！

■ SBIグループとの「地方創生」に向けた取り組み

地方創生の取り組み

※ GIRO米…タレントのジローラモ氏が
会津美里町で手掛けている、
有機栽培にこだわった健康的なお米

取り組み事例
    「令和の米騒動をジローラモが救う！定期預金」
  （愛称：GIRO 米定期預金）
    会津地方において農業を通じて「地方創生」に取り組む
    ジローラモ氏とコラボレーション
    → 大好評をいただき、目標金額10億円を早期に達成！

福島県における地方創生の取り組みを通じて地域経済の活性化に貢献するため、
2026年2月27日に「地方創生に向けた基本合意書」を締結

「地方創生に向けた基本合意書」締結
(左からSBI地方創生サービシーズ 福留社長、当行 鈴木、ジローラモ氏)

SBIグループとの連携を通じ、
福島県の地域資源を生かした取り組みや、地域企業の事業支援など、

さまざまな分野で地域を元気にする取り組みを推進！

 ふくぎん DCセミナー職域ビジネス
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SDGsの取組み

ふくぎんSDGｓ宣言

〇 経済の課題への対応

・ お客さまの本業を徹底的に伴走支援
・ SDGsに資する商品・サービスの提供
・ お客さまの生活を支援し、最適な資産形成を
サポート

・ 地域事業や行政と連携した地域経済への貢献

〇 自然環境の課題への対応

・ 再生可能エネルギー関連融資への積極的な
取り組み

・ サステナブル関連融資への取り組み
・ DX化の推進によるペーパーレス化など
環境負担の軽減

・ 公益信託福島銀行ふるさと自然環境基金の継続

〇全員参加のSDGs活動

・ 営業店や部署ごとにSDGsの目標を掲げ、私たちが
暮らす地域のよりよい環境と暮らしやすい社会
づくりに貢献します。

3

〇 社会の課題への対応

・ 全社員参加型ボランティア活動の継続
・ 寄付型融資・寄付型私募債の取り扱い
 ・ 障がい者施設製品の販売促進
・ 福島の子ども応援助成金の支給
 ・ 社員が業務と子育てを両立できる環境を提供する
 取り組みである「イクボス宣言」の実施

ふるさと自然環境基金

福島銀行は、「ふくぎんSDGs宣言」を制定し、社会の課題、経済の課題、自然環境の課題などについて

積極的に取り組み、事業活動を通して、地域経済・地域社会の持続的な発展に貢献してまいります。

国連での「生物多様性条約」及び「国連気候変動枠組条約」の採択と同年の1992年に当行では「公益信託
福島銀行ふるさと自然環境基金」を設立し、長きに亘り福島県内において自然環境保護活動をされる団体を応援し
てまいりました。
当行は本基金を通じて、福島県内における生物多様性保全に関する活動をされる企業・団体を引き続き

応援するとともに、30by30アライアンスへの参画により、ネイチャーポジティブに貢献してまいります。

2025年度 助成実績
7団体 146万円
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SDGsの取組み

サステナビリティ基本方針

サステナビリティ基本方針

福島銀行グループは、「経営理念」に基づく企業活動を通して、社会の課題、経済の課題、自然環境の課題などに
ついて積極的に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献するとともに、地域の発展と当行グループの中長期的な
企業価値の向上に努めてまいります。

当行は、持続可能な社会の実現と当行の企業価値向上の両立を図るため、サステナビリティの新たな方針として、
「サステナビリティ基本方針」を策定しています。

※「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」
主要国の中央銀行や金融監督当局等が参加する金融安定理事
会により2015年設立された組織。2017年に公表した最終報告の
なかで、企業等に対して気候変動がもたらすリスクと機会の財務的
影響を把握し、開示することを提言しています。

サステナビリティに関する考え方及び取組

当行は、気候変動が企業の財務内容に与える影響について適切な情報開示を求める「気候関連財務情報
開示タスクフォース（TCFD）」（※）提言への賛同しています。今後、情報開示の充実を図るとともに本方
針に基づき、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

○ ガバナンス
当行グループは、気候変動をはじめとする環境問題や様々な地域社会の課題を重要な経営課題と位置

づけており、社長を委員長とし、役員、部長によって構成される「サステナビリティ委員会」を設置しています。
サステナビリティ委員会は、当行のサステナビリティにかかる企画、立案や進捗状況の把握などについて協議
を行い、協議事項は取締役会へ報告しています。取締役会はサステナビリティ全般に関する責任と権限を
有しており、その内容について審議・監督を行う体制としています。

○ 戦略

物理リスク
気候変動に起因する自然災害の増加により、不動産担保の毀損や事業
停滞による信用リスクの増加

移行リスク
脱炭素社会への移行過程において、気候関連の規制や税制の変更等により、
事業に影響を受ける取引先に対する信用リスクの増加

再生可能エネルギー関連融資や持続可能な社会を目指すサステナブルファイナンス、お客さまの温室
効果ガス削減を支援するコンサルティングの提供などを通じて、脱炭素社会の実現に取り組む。

TCFD提言への賛同

当行は、中長期的な企業価値の向上のためには、多様な人材が成長し活躍していくことが重要と認識
しており、「人材育成の基本方針」を策定し、人材育成の主要施策及び人材育成研修プログラム・カリ
キュラムに基づいた研修の実施に取り組んでおります。また資本業務提携契約先であるSBIホールディン
グス等との人材交流により、本業支援に強い社員、事業承継・Ｍ＆Ａ、有価証券運用、ＤＸ・ＡＩな
ど専門分野の知識を持つ社員の育成にも取り組んでおり、今後も継続していく考えです。

・ 人材の多様性の確保を含む人材の育成に関する方針及び社内環境に関する方針

（人材育成方針）

・ 気候変動に関するリスクと事業機会
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SDGsの取組み

○ リスク管理

当行グループは、気候変動に起因する物理リスクおよび移行リスクが、当行グループの業務運営、戦略、
財務状況等に影響を与えることを認識しています。
これらリスクについては、サステナビリティ委員会において分析および対応策の検討を行うとともに、統合リス

ク管理の枠組みの中で適切に管理する体制の整備を進めております。

○ 指標及び目標

2030年度削減目標

▲50.0％
（2013年度対比）

2025年度実績

▲55.7％
（2013年度対比）

・ CO2排出量（Scope1、Scope2合算）

3,173 

1,407 1,587 

2013年度 2025年度 2030年度目標

排出量削減実績と目標
（単位：ｔ-CO2）

・ サステナブルファイナンス目標設定

2024年度から2030年度までに600億円（うち環境分野300億円）実行を目指します。
※ 当行におけるサステナブルファイナンスは、持続可能な社会の実現に向けた、環境や社会課題の

解決の取り組みに対する投融資としております。

・ 人材の多様性の確保を含む人材の育成に関する方針及び社内環境に関する方針に
 係る指標

項目 目標 実績（当事業年度）

サスティナブルファイナンス目標投融資額 600億円 288億円

うち 環境分野目標投融資額 300億円 200億2千万円

指標 目標 実績（当事業年度）

管理職に占める女性労働者の割合 2027年3月までに25％以上 25.4％

男性労働者の育児休暇取得率
（2024年4月から2027年3月の期間累計）

2027年3月までに70％以上 120.0％

※ 上記指標に関する目標及び実績は、連結グループにおける主要な事業を営む提出会社のもの

（社内環境整備方針）

当行は、経営理念に社員が生き甲斐と幸福感をもって働ける職場づくりを目指すことを掲げております。この
理念のもと、従業員一人ひとりが能力を最大限に発揮できるよう、計画的なジョブローテーションや行内公募
制度、外部出向、自己啓発支援等を通じて、社員自らが挑戦できる機会の創出と自律的なキャリア形成
の支援に取り組み、従業員のエンゲージメント向上を通じて企業風土の醸成を図っております。
また、仕事と家庭の両立を支援する各種制度の整備を進めるなど、多様な人材が安心して働き続けられる
職場環境の整備に取り組んでおります。

（▲55.7％）
（▲50.0％）
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取 締 役 会 長
加 藤 容 啓

取 締 役 社 長
鈴 木 岳 伯

取 締 役
佐 藤 俊 彦

社 外 取 締 役

二 瓶 由 美 子
社 外 取 締 役
石 井 浩

社 外 取 締 役
小 山 か ほ る

常 勤 監 査 役

箭 内 貴 志

社 外 監 査 役

歌 川 信 郎

社 外 監 査 役

紺 野 明 弘

常務執行役員

横 山 利 幸

執 行 役 員

猪 狩 和 也

執 行 役 員

猪 股 徹 也

執 行 役 員

寒河江 英 一

取締役

監査役

執行役員

役員紹介

取 締 役
草 野 真 之

執 行 役 員

本 田 健

取締役副社長
森 田 俊 平
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総合企画部
福島県福島市万世町2番5号
TEL：024-525-2525（代）
https://www.fukushimabank.co.jp/
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